
両手の甲を前に向け、
指先を軽く曲げ頬から
肩あたりまで引く

自
由
律
俳
句

お
お
く
さ
編
集
室
選

広報文芸

短

　歌

う
っ
か
り
が
気
に
な
り
だ
し
た
古
希
の
願
い
事     

茶
　屋
　藤
原
　寿
郎

コ
ロ
ナ
禍
の
マ
ス
ク
の
下
に
紅
を
ぬ
る
　
　
　 

　 

宝
　谷
　長
尾
　智
惠

歳
重
ね
て
も
時
に
は
お
洒
落
し
た
い
女
で
す
　
　  

茶
　屋
　木
山
　輝
子

一
残
り
の
花
に
黄
蝶
が
秋
の
終
わ
り
に
触
れ
て
い
く
　
茶
　屋
　小
林
　道
子

手
の
中
で
爆
ぜ
た
花
種
来
年
を
夢
み
る
　
　
　
　　
生
　山
　渡
邊
　圭
子

寝
こ
ろ
が
っ
て
星
を
見
て
宇
宙
の
旅
人
　
　
　
　
　
茶
　屋
　長
谷
川
由
美
子

親
子
水
車
静
か
な
水
の
リ
ズ
ム
に
み
と
れ
た
一
時  

神
戸
上
　柴
田
　篤
子

銀
杏
の
葉
　
積
も
る
一
夜
の
　
神
渡
し
　
　
　
　  

萩
　原
　岡
本
　健
三

秋
祭
り
　
太
鼓
の
ひ
び
き
　
村
中
に
　
　
　
　
　  

宮
　内
　木
村
萬
佐
子

短
日
や
　
予
定
詰
ま
り
し
　
掛
暦
　
　
　
　
　
　  

宮
　内
　田
邊
登
志
美

秋
晴
の
　
山
は
装
い
　
大
山
道
　
　
　
　
　
　
　  

宮
　内
　舩
越
　裕
子

夕
陽
浴
び
　
母
校
の
銀
杏
　
こ
ろ
も
脱
ぐ
　
　
　  

矢
　戸
　和
田
　淑
子

み
こ
舞
の
　
ま
い
子
清
し
　
秋
ま
つ
り
　
　
　
　  

神
戸
上
　笹
間
　玲
子

入
院
の
　
妻
に
あ
じ
柿
　
夢
お
く
り
　
　
　
　
　  

　
霞
　
　渡
邊
　文
照

秋
た
た
ら
　
下
谷
中
は
　
語
り
お
り
　
　
　
　
　  

下
石
見
　矢
田
貝
　元

俳

　句

駄
句
駄
句
会
編
集
室

お
別
れ
の
羽
衣
荘
で
は
し
ゃ
ぐ
声

　
　
　
　
　
　
　
　
自
慢
の
仲
間
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

広
大
な
裾
野
広
が
る
大
山
の

　
　
　
　
　
　
　
　
師
走
の
尾
根
に
冠
雪
光
る

下
石
見
　浅
川
　三
郎

山
路
で
突
如
遭
遇
驚
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ら
り
と
消
え
ゆ
く
大
鹿
眺
め

雪
降
り
て
静
か
に
歩
む
武
道
館

　
　
　
　
マ
ス
ク
の
隊
列
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

上
石
見
　福
田
　輝
之

わ
だ
か
ま
り
一
つ
抱
え
て
床
に
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
心
よ
和
め
羊
よ
眠
れ

染
み
込
み
し
土
の
汚
れ
の
落
ち
ぬ
手
を

　
　
　
　
　
　
　
た
め
ら
い
な
が
ら
晴
れ
着
に
通
す

下
石
見
　佐
伯
　美
鈴

彼
の
人
は
如
何
あ
ら
ん
と
書
く
賀
状

　
　
　
　
　
　
　
　
遠
い
記
憶
の
共
に
し
た
日
々

湯
　河
　山
田
　司
郎

S
D
G
s
バ
ッ
チ
ひ
と
つ
の
自
己
表
現

　
　
　
　
　
　
　
外
し
た
く
な
る
ニ
ュ
ー
ス
見
る
度

神
戸
上
　久
代
　安
敏
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「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

　手
の
動
き
や
顔
の
表
情
で
意
思
を
伝

え
る
手
話
。
鳥
取
県
で
は
手
話
言
語
条

例
制
定
後
、
手
話
を
見
か
け
る
機
会
が

増
え
て
い
ま
す
。
日
南
町
手
話
サ
ー
ク
ル

で
は
、
１
ヶ
月
に
２
回
の
ペ
ー
ス
で
基
本
的

な
手
話
の
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
手

話
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
一
緒
に

手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　１
月
〜
３
月
は
お
休
み
し
ま
す

【
問
合
せ
先
】

　石
田
由
香
里
（
０
８
０-

３
０
５
２-

９
９
３
３)

　浅
野

　博
美
（
０
９
０-

９
７
３
４-

１
８
８
７)

「手話表現には、色々な表現方法があります。」

１
月
の
日
程

お悔やみ申し上げます

氏　　名　       　　       年　齢　　　　   住　所

大　柄　盤　治　　 93歳　　　 三　栄

田　邉　尚　子　　 75歳　　　 上萩山

高　橋　久　寿　　 73歳　　　 茶　屋

藤　原　寿惠子　　 99歳　　　 生　山

石　田　智惠子　　 95歳　　　 中石見

西　村　節　夫　　 93歳　　　 萩　原

坂　本　宣　雄　　 86歳　　　 上石見

（令和４年11月16日～令和４年12月15日受付分）

令和４年11月末日現在

外国人を含めた世帯数と人口を掲載しています。

■世 帯 1,911 （−  2）  ■人 口  4,155 （ − 12）
■    男 1,965 （−  8）  ■　  女  2,190 （ −  4）

右手を広げて右か
ら左へ動かす

両手の甲を前に向け、
耳の上に置き後ろに払う

「
寅
」

「
卯
」

「
か
ら
」

た
　
ね

ひ
と
と
き

し
も
た
ん
な
か

　氏　　名　　　　　届  出  人　　　      住　所 
おは

ご誕生おめでとうございます

福　田　葉　乙　   真　大　　　福　塚


